


要約:脳室周囲白質軟化症の成因を検討する目的で 15 例の PVL と診断された症例(PVL 群)

を対象とした。コントロール群として在胎週数、出生体重、入院時期をマッチさせた 15

例を選び、両群について出生前後ならびに生後 72 時間以内の臨床的諸因子について比較

検討した。その結果、PVL 群では臍帯血 BASE  EXCESS が有意に悪く(p<0.01)、最高血清 K

値が高く、また GI 療法施行例も多かった(p<0.05)。更に、72 時間以内の動脈血ガスで低

CO2 血症の傾向が強かった(p<0.01)。以上のことから、従来から言われている胎児ならび

に新生児仮死の予防、出生後の呼吸管理における低 CO2 血症の防止とともに今後血清 K値

の因果関係についても検討が必要と考えられた。


